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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】側臥位や仰臥位、座位等の姿勢保持を安定して
行うことができ、また、使用者の体型や体位変換に合わ
せて形態を変更して使用することができ、しかも、コス
トも安価な姿勢保持クッションを提供する。
【解決手段】屈曲変形が可能な棒状のクッション本体１
と、クッション本体１の一方の端部に取着された第一止
着部材２と、クッション本体１の他端側に、端部から中
央に向かい所定領域にわたって配設され、かつ、第一止
着部材２を着脱自在に固定可能な第二止着部材３・３…
とを含む。第二止着部材３・３…に対する第一止着部材
２の連結位置を選択することにより、クッション本体１
を屈曲して形成されるクッションループのサイズを調節
自在とした。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　屈曲可能な棒状のクッション本体(１)と；このクッション本体(１)の一方の端部に取着
された第一止着部材(２)と；前記クッション本体(１)の他端側に、端部から中央に向かい
所定領域にわたって配設され、かつ、前記第一止着部材(２)を着脱自在に連結可能な第二
止着部材(３・３…)とを含んで構成され、
前記第二止着部材(３・３…)に対する第一止着部材(２)の連結位置を選択することにより
、クッション本体(１)を屈曲して形成されるクッションループ(Ｌ)のサイズを調節自在と
したことを特徴とする姿勢保持クッション。
【請求項２】
　第一止着部材(２)として輪奈材(21)を使用すると共に、第二止着部材(３)にボタン(31
・31…)を使用して、このボタン(31)に前記輪奈材(21)を引っ掛けて連結可能としたこと
を特徴とする請求項１記載の姿勢保持クッション。
【請求項３】
　第一止着部材(２)である輪奈材(21)をクッション本体(１)の端部に間隔を空けて複数配
設し、これらの輪奈材(21・21…)の内、少なくとも二つを第二止着部材(３)であるボタン
(31・31…)に掛止可能としたことを特徴とする請求項２記載の姿勢保持クッション。
【請求項４】
　クッション本体(１)が、弾力性を有する充填材(11)を収容したインナーバッグ(12)と、
このインナーバッグ(12)を被覆し、かつ、第一止着部材(２)及び第二止着部材(３)が取り
付けられたカバー材(13)とから構成され、更に前記インナーバッグ(12)には、筒状の調節
口(12a・12a…)が所定の間隔で設けられて、これらの調節口(12a・12a…)から腕を入れて
内部の充填材(11)の量を調整可能としたことを特徴とする請求項１～３の何れか一つに記
載の姿勢保持クッション。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、姿勢保持クッションの改良、詳しくは、側臥位や仰臥位、座位等の姿勢保持
を安定して行うことができ、しかも、使用者の体型や体位変換に合わせて形態を変更でき
る姿勢保持クッションに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、介護分野では、体幹機能に障害を持つ障碍者や高齢者の褥瘡予防が重要な課題の
一つとなっている。また、褥瘡予防の具体的な方法としては、被介護者が長時間同じ姿勢
で寝たきりにならないように適当な間隔で体位変換を行ったり、道具を使用して体圧分散
を行ったりするのが一般的である。
【０００３】
　また、実際の介護現場では、姿勢保持と体圧分散により褥瘡予防を目的とした専用のク
ッションが用いられており、このようなクッションとしては、被介護者の身体の下に差し
込んで使用する楔形のクッションが公知となっているが(例えば、特許文献１参照)、この
ような差し込み型のクッションは、使用中の位置ズレにより姿勢保持が不安定になり易か
った。
【０００４】
　また他にも、姿勢保持が可能なクッションとして、Ｕ字型のクッションも公知となって
いるが(例えば、特許文献２参照)、このようなＵ字型クッションに関しても、仰臥位で使
用している最中に使用者の体重でクッションの屈曲部分が次第に開がって中央スペースに
身体が落ち込む心配があった。
【０００５】
　しかも、上記楔型クッションやＵ字型クッションは、仰臥位や側臥位や座位など、多く
の体位に対応することができなかったため、体位変換時には他のクッションを準備しなけ
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ればならず、器具としての用途幅が非常に狭いという不満もあった。
【０００６】
　一方、従来においては、座位保持が可能なクッションとして、使用者の背中から腰部、
臀部、大腿部を覆うように成形されたモールドクッションも知られているが(例えば、特
許文献３参照)、このようなモールドクッションについても、使用者の体型に合わせて綿
密に作製する必要があるため、コストが高く付き易かった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】実用新案登録３０９４１３９号公報（第１―９頁、第１～１４図）
【特許文献２】実用新案登録３０５０１３６号公報（第１―７頁、第１～７図）
【特許文献３】特開２００４－２４２８３９号公報（第１―１３頁、第１～３図）
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００８】
　本考案は、上記の如き問題に鑑みて為されたものであり、その目的とするところは、側
臥位や仰臥位、座位等の姿勢保持を安定して行うことができ、また、使用者の体型や体位
変換に合わせて形態を変更して使用することができ、しかも、コストも安価な姿勢保持ク
ッションを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本考案者が上記課題を解決するために採用した手段を添付図面を参照して説明すれば次
のとおりである。
【００１０】
　即ち、本考案は、屈曲変形が可能な棒状のクッション本体１と；このクッション本体１
の一方の端部に取着された第一止着部材２と；前記クッション本体１の他端側に、端部か
ら中央に向かい所定領域にわたって配設され、かつ、前記第一止着部材２を着脱自在に固
定可能な第二止着部材３・３…とを含んで構成し、
前記第二止着部材３に対する第一止着部材２の連結位置を選択することにより、クッショ
ン本体１を屈曲して形成されるクッションループＬのサイズを調節自在とした点に特徴が
ある。
【００１１】
　また本考案では、上記第一止着部材２に輪奈材21を使用すると共に、第二止着部材３に
ボタン31・31…を使用して、このボタン31に輪奈材21を引っ掛けて第一止着部材２を連結
する構成を採用できる。
【００１２】
　そして更に、本粉案では、上記第一止着部材２である輪奈材21をクッション本体１の端
部に間隔を空けて複数配設することにより、これらの輪奈材21・21…の内、少なくとも二
つを第二止着部材３であるボタン31・31…に掛止可能として、使用時にボタン31の取付け
部分にかかる負荷を分散することができる。
【００１３】
　一方、本考案においては、上記クッション本体１を、弾力性を有する充填材11を収容し
たインナーバッグ12と、このインナーバッグ12を被覆し、かつ、第一止着部材２及び第二
止着部材３が取り付けられたカバー材13とから構成し、更に前記インナーバッグ12には、
筒状の調節口12a・12a…を所定の間隔で設けることにより、これらの調節口12a・12a…か
ら腕を入れてインナーバッグ12内の充填材11の量を調整可能とすることもできる。
【考案の効果】
【００１４】
　本考案においては、棒状クッションの一方の端部を、他端側に止着可能に構成したこと
により、一端を他端側に固定すればクッションにループ状の部位を形成することが可能と
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なる。そして、このループ中央に臀部が収まるように被介護者を仰向けに寝かせれば仰臥
位の状態で被介護者の姿勢を保持することができる。
【００１５】
　また、クッションを椅子の座部に配置した状態で、ループ中央に臀部が収まるように被
介護者を座らせれば座位姿勢の保持も行うことができる。そして更に、ループ中央に半身
を入れて股に挟んだクッションに抱く付くように被介護者を横向きに寝かせれば側臥位の
姿勢保持も行える。
【００１６】
　このように、本考案によれば、クッションループを利用することで被介護者の姿勢を安
定して保持することが可能となり、しかも、被介護者が体位変換を行う場合であっても仰
臥位や側臥位、座位等の複数の姿勢に対応できることから、褥瘡予防をはじめとする様々
な介護用途に利用できる。
【００１７】
　また、本考案では、クッションの一端部を他端側に着脱自在とし、かつ、一端部を他端
側の任意の位置に止着可能に構成していることから、被介護者の体型や姿勢に合わせてル
ープサイズを調整することができる。そしてこれにより、保持する姿勢に合わせて複数の
クッションを用意したり体型に合わせてクッションサイズを調整したりする手間が省ける
ため、コストも低廉に抑えられる。
【００１８】
　したがって、本考案により、体幹機能に障害を有する障碍者や高齢者等の介護に幅広く
利用でき、また被介護者の身体を包むようにして姿勢を保持できる機能性に優れた姿勢保
持クッションを安価に提供できることから、本考案の実用的利用価値は頗る高い。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本考案の実施例１における姿勢保持クッションを表わす全体斜視図である。
【図２】本考案の実施例１におけるクッション本体の構造を表わす説明図である。
【図３】本考案の実施例１における止着部材の取り付け構造を表わす部分断面図である。
【図４】本考案の実施例１における姿勢保持クッションの使用時の形態を表わす平面図で
ある。
【図５】本考案の実施例１における姿勢保持クッションの使用状態を表わす状態説明図で
ある。
【図６】本考案の変形例における姿勢保持クッションを表わす全体斜視図である。
【考案を実施するための形態】
【００２０】
　『実施例１』
　〔クッションの構成〕
　まず本考案の実施例１におけるクッションの構成について、図１から図５に基いて説明
する。同図において、符号１で指示するものはクッション本体である。また、符号２で指
示するものは第一止着部材であり、符号３で指示するものは第二止着部材である。
【００２１】
　この実施例１では、屈曲変形が可能な棒状のクッション本体１を、弾力性を有する充填
材11(材質：テトロン綿)を詰めたインナーバッグ12(材質：綿生地)と、このインナーバッ
グ12を被覆して装着されるカバー材13(材質：レザー生地[表地],メッシュ生地[裏地])と
から構成している(図１、図２参照)。
【００２２】
　また、上記クッション本体１のインナーバッグ12には、片寄った内部の充填材11を均し
たり、綿Ｗを部分的に追加して充填材11の量を調節したりするための調節口12a・12a…を
所定の間隔で設けている。なお、この調節口12aは、腕を入れることができる大きさの開
口寸法を有する筒状となっている。
【００２３】
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　そしてまた、上記クッション本体１のカバー材13には、インナーバッグ12の調節口12a
・12a…に対応する位置にファスナー式の開閉部13a・13aを設けており、これによってカ
バー材13をわざわざ取り外さなくとも開閉部13aのファスナーを開けるだけで簡単に調節
口12aに腕を入れることができるようになっている。
【００２４】
　一方、上記棒状のクッション本体１におけるカバー材13の一方の端部には、第一止着部
材２として輪奈材21を取着しており、またカバー材13の他端側には、第二止着部材３とし
て前記輪奈材21を引っ掛けて着脱自在に固定できるボタン31・31…を端部から中央に向か
い所定間隔で配設している。
【００２５】
　なお実施例１では、第一止着部材２として使用する輪奈材21をクッション本体１の端部
に間隔を空けて複数配設し、これらの輪奈材21・21…の内、少なくとも二つを第二止着部
材３であるボタン31・31…に掛止可能とすることで、ボタン31の取付け部分に加わる負荷
を分散可能としている。
【００２６】
　また更に、上記第二止着部材３として使用するボタン31・31…は、使用時に加わる負荷
で外れてしまわないように、クッション本体１のカバー材13の裏側に配置した補強用の裏
当材13bにしっかりと取り付けている(図３参照)。
【００２７】
　そして、上記のように第一止着部材２及び第二止着部材３をクッション本体１に取り付
けて姿勢保持クッションを構成したことにより、図４に示すようにクッション本体１を屈
曲して輪奈材21・21を任意位置のボタン31・31に固定することでクッションループＬを形
成することができ、また、固定するボタン31・31を変えることでクッションループＬのサ
イズも自由に調節することが可能となる。
【００２８】
　〔クッションの使用方法〕
　次に、上記構成から成るクッションの使用方法について図５に基いて説明する。まず、
使用前の準備として、被介護者の体型や姿勢に合わせてクッション本体１のクッションル
ープＬの大きさを調節する。そして、図５(ａ)に示すように、クッション本体１を屈曲し
て形成したクッションループＬの中央に、背中から臀部が入るように被介護者を仰向けに
寝かせれば、身体の頭部、肩部、大腿部の裏側を支持するクッションによって被介護者を
仰臥位の姿勢で保持することができる。
【００２９】
　また、図５(ｂ)に示すように、クッションループＬの中央に、胸部および腹部が入るよ
うにうつ伏せに寝かせれば、身体の頭部、肩部、大腿部の表側をクッションが支持して被
介護者を腹臥位の姿勢で保持することができ、特に胃ろうをしている被介護者でも問題な
く腹臥位の姿勢をとることができる。
【００３０】
　そしてまた、図５(ｃ)に示すように、被介護者をクッションループＬの中央に半身を入
れた状態でクッションを股に挟み、抱き付くように横向きに寝かせれば、腹側と背中側を
包囲するクッションによって身体が固定されて側臥位の姿勢を保持できる。
【００３１】
　他方また、図５(ｄ)に示すように、クッション本体１をソファやリクライニングベッド
に載置した状態で、クッションループＬの中央に臀部が収まるように被介護者を座らせれ
ば、仰臥位と同じく頭部、肩部、大腿部の裏側を支持するクッションによって被介護者の
身体が固定されて、座位姿勢を長時間保持することができる。
【００３２】
　本考案は、概ね上記のように構成されるが、本考案は図示の実施形態に限定されるもの
では決してなく、「実用新案登録請求の範囲」の記載内において種々の変更が可能であっ
て、例えば、クッション本体１の充填材11には、綿材以外の発泡ビーズやエアクッション
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分的に太さを変えることもできる。
【００３３】
　また、第一止着部材２と第二止着部材３についても、着脱自在な止着部材であれば輪奈
材とボタン以外のものを使用することができ、例えば、図６に示すような面ファスナー21
・31やスナップボタンなどを使用することもできる。
【００３４】
　そしてまた、用途に関しても体幹機能に障害を持つ被介護者の姿勢保持だけでなく、子
供の寝具としても使用することができ、上記何れのものも本考案の技術的範囲に属する。
【産業上の利用可能性】
【００３５】
　近年、介護用品の市場では、褥瘡の問題が生じない被介護者に優しい姿勢保持具が求め
られている。また最近では、被介護者の人権尊重の立場から身体拘束を減らす取り組みも
活発化しており、できるだけベルト等の拘束具を使用せずに姿勢保持を行うことが望まし
い。
【００３６】
　そのような中で、本考案の姿勢保持クッションは、身体拘束を行うことなく仰臥位や座
位姿勢を保持することができ、しかも、一つのクッションで被介護者の様々な体型や体位
変換に応じた複数の姿勢に対応できる有用な技術であることから、その産業上の利用価値
は非常に高い。
【符号の説明】
【００３７】
　１　クッション本体
　　11　充填材
　　12　インナーバッグ
　　　12a　調節口
　　13　カバー材
　　　13a　開閉部
　　　13b　裏当材
　２　第一止着部材
　　21　輪奈材
　　22　面ファスナー
　３　第二止着部材
　　31　ボタン
　　32　面ファスナー
　Ｗ　綿
　Ｌ　クッションループ
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【図１】
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【図２】
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【図３】

【図４】
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【図５】
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